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議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成２５年８月３１日（土） 

午後７時００分～午後８時４０分 

 

２ 会場 金谷南地域交流センター 集会室１・２ 

 

３ 参加者数 １３人（男性１２人、女性１人） 

 

４ 役割 

(1) 受付    全員 

(2) 司会    仲田 

(3) 挨拶（概要）福田 

(4) 報告    曽根 （委員会報告総括） 

(5) 答弁    全員 

(6) 記録    山本 杉野 

福田副議長から挨拶と６月議会の概要を説明し、出席議員全員の自己紹介をそれぞ

れ行ってから議会活動報告へと進んだ。 



５ 報告事項 

(1) 議会の活動動向の市民への報告について 

曽根議員より委員会を総括して報告した。 

・川根温泉ホテル設計変更にかかわる補正予算案について、反対意見、賛成意見

を含め説明。 

・島田市民病院まちなか移転の白紙撤回を求める陳情書の取り扱いについて説明。 

・生活保護審査基準見直しについて、その影響などを説明。 

・ゆめ・みらい百人会議開催について、その説明と会議への参加を要請。 

・タウンミーティングの開催について、その説明と会議への参加を要請。 

 

(2) 報告に対する質疑 

  ・合併特例債について有効に使われているのか。 

  ・この特例債を旧金谷庁舎には使わないのか。 

    協議会では耐震補強する費用に使う予定だった。 

    検討委員会を作って答申を出したが内容が生かされていない。 

    この件については早く結論を出して欲しい。不満に満ちている。 

  ・大学の誘致はどうなっている。 

    ３月には決定されていたのに、６月議会ではどんな話になっていたのか。前

市長の発言はでたらめになっている。 

  ・島田市の市政はおかしいのではないか。前市長のとき、なぜリコールが起きな

かったのか。島田は変なまちと思われている。 

    過去と同じ繰り返しをしないよう行政手法についてしっかりチェック 

    し、議会が市長の暴走をさせないようしっかりやってくれ。（要望） 

  ・川根温泉ホテルの需要予測数は誰が行っているのか。職員ですか、専門家です

か。 

(3) 意見及び情報の交換について 

 今回はテーマを定めずフリートーキングのスタイルで行った。 

 ・金谷庁舎の問題は合併時の条件であって、何としてでも早急にチェックし解決

してほしい。 

 ・専決処分について、なぜ次々出てくるのか。議員はなぜ質問しないのか。 

  交通事故が多すぎる。検証が必要だ。注意すると当局は言うが、改善はされて

いない。議運で話をしっかり検証してくれ。 

 ・川根温泉ホテルは、市営では経営はできない。プロの力を使ってしっかり経営

をして欲しい。 

 ・前市長は、川根温泉ホテルに過疎債を使って行えば楽にできるようなことを言

っていたが、そう簡単なものでなくしっかり過疎法のことを研究、理解をして

おかないと大変なことになる。赤字か黒字かで元利償還の解釈が変わってくる。

当局からは経理計算予想が示されると思うが、９月議会ではしっかり議論して

欲しい。 

 ・専決処理は市議会の議決を経ないといけないはず。議会はもっと勉強を。 



 ・新東名島田金谷 IC のワークショップをやっているが、この提言を議員も力を

出して、住民の声を後押ししてほしい。 

 ・金中跡地利用について良い利用方法を考えてくれ。 

 ・総合計画で行ってきた事業の行政評価についてしっかりチェックしていない。

検証しないとその後何をしていいかわからない。そして議員も政策提案をして

もよいのではないか。それを後期計画に生かせ。 

 ・後期５年計画は４年にしてもよいのではないか。市長も議会も４年任期だから 

  ４年の枠組みで計画を審議していくのも一考だ。 

 ・議会の皆さん頑張れ。 

 ・今回のような機会をもっと設け、議員が個々の意見を外に向け出してもよいの

ではないか。 

 ・前回までの報告会と違うので、今回のような報告会なら年３回でもよい。五和

地区でも実施してくれ。 

  

 このような意見、要望などが出されました。 

 

司会より 今後百人会議やタウンミーティングへの参加を求め閉会となった。 

 

６ まとめ（所見） 

 

 金谷地区で行われたものの、島田地区からの参加者もあった。 

 質問や意見は、今までの島田市における行政や議会のあり方についてであり、内容

は厳しいものが多かった。 

市長、市議会、行政当局のそれぞれ役割を果たし、それをしっかり検証して後期計

画を策定、実施せよという内容であった。 

 一方で、このような報告会のスタイルの方が、市民の意見や要望を聞くことができ

市民には好評であった。 


